
1.構造名 :

換気金物・化粧スラグせつこう板張/木製下地軒裏

2.申請仕様の寸法 :

申請仕様の寸法を表 1に示す。

表 1 申請仕様の寸法

3.申 請仕様の主構成材料 :

申請仕様の主構成材料を表 2に示す。

表 2 申請仕様の主構成材料

別 添

つづく

項  目 申 請 仕 様

の出 121～ 600111El

軒の幅 構造計算等によって構造安全性が確かめられた寸法

軒の形状 勾配又は水平

阪 妙 軒元、軒先、中央部

項  目 申 請 仕 様

軒天材 材料 :①又は②

①化粧スラグせつこう板 (国土交通大臣認定不燃材料 :NM-8315)

②スラグせつこう板 (国土交通大臣認定不燃材料 :NM-8314)

厚さ :12← 0。 9 11ull以上

密度 :0.9g/cn3以 上

表面形状 :1)～ 4)の一

1)平滑

2)エ ンボス

働平滑・溝加工

4)エ ンボス・溝加工

※但し、2)～ 4)については最小厚さ12(-0.O JIllを 確保

表面塗装

種類 :1)～勧の一

1)ア クリルウレタン樹脂系塗料

跡
~/ク

リル樹月旨系塗料

働ウレタン樹脂系塗料

リエポキン樹脂系塗料

5)ア クリルシリコーン樹脂系塗料

6フ ッ素樹脂系塗料

7)無機質系塗料

8)な し

塗布量 :20 以下 (有機質
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つづき

本

体

構成 :①及び②

①鋼板

材質 :1)～ 9)の一

1)塗装ステンレス鋼板 (JIS G 3320)

2)塗装溶融55%アルミニウムー亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯 (JIS G 332跡

働塗装溶融亜鉛-5%アルミニウム合金めっき鋼板及び銅帯 CIS G 3319

4)塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯 (JIS G 3312)

5)ポ リ塩化ビニル被覆金属板 (JIS K 6744)

6)冷間圧延ステンレス鋼板 (JIS G 4305)

7)溶融55%アルミニウムー亜鉛めっき鋼板及び鋼帯 (JIS G 3321)

8)溶融亜鉛-5%アルミニウム合金めっき鋼板及び鋼帯 (JIS G 331η

働溶融亜鉛めっき鋼板 (JIS G 3302)

厚さ :0.35111111以 上

②合成樹脂塗装/有機質系繊維混入セメントけい酸カルシウム板

(国土交通大臣認定不燃材料 :N卜2200

幅 :28.5(± 2.勧 llttll

高さ :19.5(± 1.9)IIⅡ Il

長さ :182011ull以下

幅 i80(± O Ilull

高さ i21.0(± 2.1)Illlll

長さ :182011ull以下

換気孔の大きさ (1孔あたり):4.7←0.1)× 31(-0.1)llull以 下 (面積 1.46cm2以下)

換気孔間隔 :811ull以上

換気孔面積 :156。 90cm2/m以 下

金物切り起こし郡 :と 2箇所以下

加

熱

膨

張

材

材料 :黒鉛含有エポキシシー ト

組成 (質量%):
エポキシ系樹脂  27(± 2.7)

熱膨張性黒鉛   25(± 0
無機充てん材   48(± 4.8)

厚さ :1.6(± 0,り llull以上

幅 :10(± 1.ω llttl以上

換気金

物

材料 :①又は②

①日本農林規格に適合する針葉樹の構造用製材、構造用集成材、造作用製材又は下

地用製材

②平成 12年建設省告示第1452号第六号に規定する無等級材又は第七号に規定する

木材

断面寸法 :30× 3811ull以 上

密度 :0.33(± 0,03)g/cn3以上

00(+30)Ilull以 下 (軒の出が30011ullを超える場合)取付間隔 :軒の出方向3

野縁

つづく

-2-



つづき

縦野縁 材料 :①又は②

①日本農林規格に適合する針葉樹の構造用製材、構造用集成材、造作用製材又は下

地用製材

②平成 12年建設省告示第1452号第六号に規定する無等級材又は第七号に規定する

木材

断面寸法 :30× 38mm以上

密度 :0.33(± 0.03)g/cn3以 上

取付間隔 :軒の幅方向45511ull以下

吊り木 仕様 :(1)又は (2)

(1)な し

(2)あ り(軒の出が300111111を 超える場合)

材料 :①又は②

① 日本農林規格に適合する針葉樹の構造用製材、構造用集成材、造作用製材又

は下地用製材

②平成12年建設省告示第1452号第六号に規定する無等級材又は第七号に規定

する木材

断面寸法 :30× 381ull以上

取付間隔 :軒の幅方向91011ull以下
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申 仕 様項  目

目地部材 仕様 :(1)、 (2)又 は (3)

(1)突付け目地 (面取りあり又はなし)

(2)金属ジョイナー目地

材質 :1)又は2)

1)ス テンレス鋼製

跡鋼製

厚さ :0,211ull以上

形状 :H形、又は T形

(3)合 じゃくり目地 (面取りあり又はなし)

止水材 仕様 :(1)又は 121

(1)な し

(2)あ り

材料 :①又は②

①EPDM発泡体

寸法 :3× 311ull以 上

②シーリング材

材質 :1)～ 6)の一

1)シ リコーン系

跡変成シリコーン系
3)ア クリルウレタン系

0ポリウレタン系
5)ポ リサルファイ ド系

6)ア クリル系

使用量 :2g/m以上

使用箇所 :軒天材と換気金物との取合い部

軒天材固定用 :

材料 :①、②又は③

①スクリューくぎ

②リングくざ

①及び②の寸法 :胴部径φ2,15× 長さ3811ull以 上

③ねじ

寸法 :呼び径φ3.OX長さ2511ull以 上

材質 :1)又は閉

1)ス テンレス鋼製
2)鋼製

留付間隔 :

軒先 。軒元部 ;軒の幅方向1 5011ull以 下

軒中間部 :軒の出方向15011ull以下、軒の幅方向455n】ll以下

留付材

野縁固定用 :

材料 :①～④の一

①くぎ
②スクリューくぎ
③リングくざ
①、②及び③の寸法 :胴郡径φ3.05× 長さ6511ull以 上

4.申請仕様の副構成材料 :

申請仕様の副構成材料を表 3に示す。

表 3 申請仕様の副構成材料
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つづき

5.申請仕様の構造説明図 :

申請仕様の構造説明図を図1～図12に示す。

④ねじ

寸法 :呼び径φ3.OX長さ65111111以上

材質 :1)又は2)

1)ス テンレス鋼製

掛鋼製

留付間隔 :軒の幅方向4551ull以 下

縦野縁固定用 :

材料 :①～④の一

①くぎ

②スクリューくぎ

③リングくぎ

①、②及び③の寸法 :胴部径φ3.05× 長さ6511ull以上

④ねじ

寸法 :呼び径φ3.0× 長さ6511ull以 上

材質 :1)又は跡

1)ス テンレス鋼製
掛鋼製

留付間隔 :軒の幅方向45511ull以下

吊り木固定用 (吊 り木を使用する場合):

材料 :①～④の一

①くぎ

②スクリューくざ

⑧リングくぎ

①、②及び③の寸法 :胴部径φ3.05× 長さ6511ull以上

④ねじ

寸法 :呼び径φ3.OX長さ6511ull以 上

材質 :1)又は跡
1)ス テンレス鋼製
2)鋼製

留付間隔 :9 1011lll以下

留付材

換気金物固定用 :

材料 :ねじ

材質 :1)～ηの一

1)冷間圧造用ステンレス鋼線 (JIS G 431耐

跡軟銅線材 (JIS G 350働

3)冷間圧造用炭素銅線 (JIS G 3507-2)

0機械構造用炭素鋼鋼材 CIS G 4051)

D軟鋼線材 (JIS G 3500

Dステンレス鋼線材 (JIS G 430勧

つステンレス

'阿

線 付IS G 430働

寸法 :呼び径φ4.0× 長さ5011ull以 上

留付間隔 :44511ull以 下

-5-



単位llul

※たる

透視図

(勾配仕様 軒の出121)

図 1 構造説明図

※評価対象外

※葺材
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単位Ilun

※たる木

野縁

透視図

(勾配仕様 軒の出300)

図 2 構造説明図

※葺材

※下地材

し

※胴縁等

※評価対象外
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じ

※たる ※葺材

透視図

(勾配仕様 軒の出300を超える場合,

図3 構造説明図

単位llEE

※評価対象外
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単位lnM

※たる木

野縁

※葺材

※下地材

し

※評価対象外

透視図

(水平仕様 軒の出121)

図 4 構造説明図
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単位m

※葺材

※評価対象外

透視図

(水平仕様 軒の出300)

図 5 構造説明図
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※葺材

単位mm

※評価対象外

り

透視図

(氷平仕様 軒の出300を超える場合)

図 6 構造説明図

…
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軒部詳細図 (勾配仕様)

軒の出=121

軒の出=300

軒の出=300を超える場合

単位mm

屋タトイ則

※】同緻等

屋内側

※評価対象外

※葺材

※下地材

※たる

屋外側

※た

屋タト側

図7 構造説明図

屋内側

※評価対象外

屋内側

軒の出=300
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軒部詳細図(水平仕様)

軒の出=12ユ

軒の出=300

軒の出=300を超える場合

※た

野縁

単伽

※

※葺材

屋外側

※葺材

屋外側

※葺材

屋外側

図8 構造説明図

屋内側

※評価対象外

野縁

屋内側

※評価対象外

屋内側

軒の出=300
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軒部詳細図 (勾配仕様) 軒部詳細図 (水平仕様)

換気金物

屋外側

屋外イRll

屋外側

屋外側 屋内側

屋内側

換気金物軒元仕様

換気金物軒中央仕様

屋内側

屋内側

換気金物

屋内側

図 9 構造説明図

換気金物軒元仕様

屋外1即l

屋外lRl

換気金物軒中央仕様

―

換気金物軒先仕様
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単位Hun

軒天材の表面形状

引
へ
６
Ｓ
↓
脳

引
入
金

平 滑

．ＯＩ
）

一コ
¨
Ｈ

引
へ
６
さ
↓
留

引
へ
金

コ

．０１
）

一コ

屋外側

エンボス

屋内側

屋外側

平滑・溝カロエ

屋内側

屋タトイ民l

エンボス・溝加工

屋内狼l

屋外側

軒天材の目地形状

面取突付け目地

屋内側

2以
四   屋外側

面取合 じゃくり目地
隙間■以下

屋内側

2ワス 四    屋外側

金属ジョイナー目地0形ジョイナー)

屋内側

屋外側

屋内側
い
日

突付け目地

合じゃくり目地
隙間■以下

金属ジョイナー目地 (T形ジョイナー)

屋内側

屋外側

屋内側

屋外側

屋内側

図 10 構造説明図
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単位mll

断面図

屋内側 屋外側

国

平面図

換気金物 (換気孔都)

A

り起こし部12ヶ 所以下

換気金物形状図

図 11 構造説明図

A矢視図

屋外側 1と 2. 屋内狼ll

…16-
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勾配軒仕様

野縁

軒天勝ちの場合

外壁材勝ちの場合

水平軒仕様

野縁

軒天勝ちの場合

外壁材勝ちの場合

図 12 構造説明図
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6.施工方法 :

施工図を図13及び図14に示す。

施工は以下の手順で行う。

(1)木下地組
。木下地組は以下の方法で行う。

野縁は、下地材及び躯体に対して 1511ull以上の掛かり代で野縁固定用留付材を用いて取付ける。

(2)換気金物の取付け
。換気金物を換気金物固定用留付材で縦野縁に固定する。

儡)軒天材の取付け
。軒天材を、軒天材固定用留付材を用いて野縁に固定する。

・軒天材目地は突付け目地、合じゃくり目地又は金属ジョイナー目地とする。

・軒天材と外装材は壁勝ち又は軒勝ちとする。

・塗装面は屋外側にする。

(4)ジ ョイント部止水処理

・必要に応じて止水材を施す。
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軒部詳細図 (勾配仕様)

軒の出=121

軒の出=300

軒の出=300を超える場合

※たる木

※毒材

屋外細l

屋タト`諷ll

※ た

屋外側

図 13 施工図

屋内側

※評価対象外

※毒材

単位Mun

※た

屋内側

※評価対象外

屋内側

軒の出=300

>300
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※評価対象外



軒部詳細図 (水平仕様)

軒の出=121

軒の出=300

軒の出=300を超える場合

単位血■

し

屋外側

※葺材

屋外側

>300

屋タトイエl

図 14 施工図

屋内側

※評価対象外

又はな

※下地材

屋内側

※評価対象外

屋内側

軒の出=300
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※評価対象外


